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要  旨 
 
 本論文では、商品、サービスの評判情報を要約、加工してわかりやすくユ
ーザに提示するシステムの提案、実装、評価について述べた。 
 我々が商品やサービスの購入を検討するとき、実際に購入した個人が感想
を書いたパーソナルページは有用な情報源である。しかし、実際に商品、サ
ービス名でweb検索を行ってもオフィシャルサイトやショッピングサイトが
上位にヒットし、パーソナルページを探しにくい。そこで尾内・林研究室で
は商品名をクエリとして入力するとwebページを収集し、パーソナルページ
のみを提示するシステムOpFinderを開発した。これにより、パーソナルペー
ジを探す手間は省かれたが、実際に全てのパーソナルページを見る手間が残
っている。商品の評判を調べる際には、多くの人が同じ感想を持つ意見と、
公式ページでは得られない否定的意見を重視する傾向がある。そこで、多数
派意見と否定意見に着目して複数の評判ページを要約するシステムを提案、
実装した。 
多数派意見を抽出するため、クラスタリングに基づく複数文書要約の手法
を適用した。単語の共起情報を用いて単語および文の意味ベクトルとその距
離を定義し、最短距離法を用いて文のクラスタリングを行った。また、肯定
表現辞書、否定表現辞書、文脈依存語辞書、反転語辞書の4つの辞書を作成、
利用し、文およびクラスタの評価値を定義した。また、クラスタ中の単語の
出現確率を利用して単語および文の重要度を定義し、重要度と文の長さ、評
価値から文の選出優先度を定義した。以上の結果、要素数の大きかったクラ
スタから順に、クラスタの評価値と同符号の評価値を持ち、優先度の高い文
を選出して要約を作成した。その後、選出した文の評価値、同意見の文の数
を利用して修飾し、ユーザに提示を行った。 
手法の有効性を確認するため、文の肯定否定判定の精度、再現率、クラス
タリングの成功率、文選出の成功率を調べる予備実験と多数派意見の何割を
システムの出力が含んでいるかを調べる評価実験を行った。評価実験の結
果、システムの出力は多数派意見の平均71%を含むことができていることが
わかった。 
 
